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要 旨 われわれは，導管内進展により上皮層下の粘膜固有層間質や粘膜下層において扁平上
皮癌（Squamous cell carcinoma, SCC）が導管や腺上皮を置換しながら進展発育した

中部食道の表在型食道扁平上皮癌の80歳台男性の 1 例を経験した．導管内進展は食道SCCの20–
60%程度に存在するとされ希ではなく，癌の存在が上部食道で腫瘍の範囲が広く深部に浸潤し背
景の食道粘膜にヨード不染帯が多発していることが導管内進展の予測因子とされる．われわれの
症例では治療前に導管内進展の診断は出来ず，われわれの食道ESDでは剥離深度が不十分であっ
た．表在型食道扁平上皮癌のESDに際しては，導管内進展の存在を常に念頭に置き，十分な深度
での剥離を心がけることが必要と考えられた．
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は じ め に

　食道の扁平上皮癌 （Squamous cell carcinoma, 
SCC） は，通常，上皮内 （Epithelium, EP） から粘膜
固有層 （Lamina propria mucosae, LPM）・粘膜筋板 

（Muscularis mucosae, MM）・粘膜下層 （Submucosal 
layer, SM） へと，腫瘤を形成し解剖学的な層構造
を破壊しつつ段階的に浸潤する．このため，表在型
食道扁平上皮癌（ 0 型）では，通常内視鏡診断での

肉眼型と腫瘍の壁深達度との関連が強く，肉眼型の
判定そのものが深達度診断に有用である．さらに，
表在型食道扁平上皮癌のうち，リンパ節転移のリス
クとの関連で内視鏡的粘膜下層剥離術（endoscopic 
submucosal dissection, ESD）の適応判定に重要な
粘膜下層の浅層（T1b-SM1，腫瘍の浸潤が外科切
除標本で粘膜下層表層 1/3 までか内視鏡的切除標本
では粘膜下層の表層 200 μmまで）を超える浸潤を
有する病変では，通常内視鏡観察において壁の伸展

導管内進展をともなった 
表在型食道扁平上皮癌の 1 例
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